
FPGA のデザイン構成 FPGA 処理の開発と取込ソフトウェア開発

FDK-APX3327 TOOL 画面

■FPGA処理例

APX-3327-1-260に対応した
FPGA開

Development

発Kit

FDK-APX3327

■ 製品の特長
FDK-APX3327 は APX-3327-1-260 の FPGA 画像処理開発用の
FPGA 開発キットです。お客さまの画像処理機能を FPGA に搭載する
ための開発環境として「FPGA プロジェクト」「サンプルソース」「 各
種ドキュメント」「レジスタアクセスツール」等をご提供いたします。

■ FDK-APX3327 のパッケージ構成
◆ツール	 レジスタアクセス、メモリダンプツールを用
	 意しています。
	 画像の確認については ｢SDK-AcapLib2｣
	 に同梱されている ｢AcapLib2Viewer｣ を使
	 用します。
◆プロジェクト	 用途によって、サンプルデザインを 2 種類用
	 意しています。
	 ◎ Sample01 ： DDR2 I/F と Register I/F の制御 [ 裏面参照 ]

	 ◎ Sample02 ： AVALIP BUS Switch を使用 [ 裏面参照 ]

◆ドキュメント	 設計手順、注意事項などを記載したドキュメント
■ FDK-APX3327 開発環境

■ APX-3327

FPGA ArriaIIGX EP2AGX260　*1)

CameraLink Base / Medium / Full
10tap (Deca) 対応

PoCL 対応

搭載メモリ DDR2 512MB　　　　　*2)

使用スロット数 1

PCI Express Gen2 x4

*1) APX-3327-1-260 の制御部分もロジックを使用してい

ますので、画像処理で全てのロジックを使用できるわけでは

ありません。ユーザの使用できる空きは、例えば、Sample1

を使用した場合はロジックセル 69％・DSP100％・内

部メモリ 48％。Sample2 の場合はロジックセル 54％・

DSP100％・内部メモリ 21％となります。

*2) APX-3327-1-260 の制御部分で 128MB 使用していま

すので、画像処理で使用できるのは、384MB となります。

◆ Quartus Ⅱのバージョンは、Ver11.1 SP2 → Subscription Edtion に対応。
Web Edition は非対応。

◆ 暗号化されたソースをコンパイルする為に弊社発行のラインセンスが必要です。
◆ HOST → APX-3327 の DMA は

未対応となります。
◆ USB-Blaster はユーザ様にてご用

意下さい。

FPGAには右記のよう
に様々な処理を組み合
わせてお客様の目的の
処理を搭載することが
可能になります。
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◎本カタログに記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。
製品使用上のご注意　◎仕様および外観は改良のため予告なく変更されることがあります。◎正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みいただき、製品保証範囲内でご使用ください。

プロジクトに含まれるサンプルデザイン

Sample01 ： 
DDR2 I/F と Register I/F の制御

Sample02 ：
AVALIP BUS Switch を使用

■ APX3327 の FPGA 処理の開発
アバールデータは、Quartus Ⅱの開発環境 ( ■ 部分 ) に必要なファイルを提供して
います。お客様が設計したソースファイルと弊社が提供するソースファイル (aval_
ip/capture フォルダ内 ) を合成し、書込みファイル (pof ファイル ) を作成します。  


